
修士論文題目･アブストラクト

7･ Cs-G･Ⅰ･C(グラファイ ト層間化合物 )のCs133NMR(核磁気共鳴 )の

報告

谷 和 人

(序文 ) グラファイ ト層間化合物 (以下,略してG.Ⅰ.C)とは弱く結合 しているグラ

ファイ トの層間に異種の金属が挿入してできた化合物のことである｡このG.Ⅰ.Cは二つの横

的秩序をもってお り,一つは図 1に示すような stagingと呼ばれる積層秩序で,もう一つは

挿入金属層の面内秩序 (図2)がある｡これら二つの構造的秩序は,温度や圧力によって構造
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相転移をうける｡ 温度や圧力によってstage数が変化すると,これに伴なって挿入金属層の面

内構造も変化する｡このことは積層秩序と面内秩序 とはなにかしらの関係があることを示し'T

いる｡そこで微視的に第 1stageと第 2stageとの混合状態をつくりあげることによって,あ

る一つの挿入金属層に着目した場合,第 1stageを成 している部分と第 2stageを成 している

部分が存在するような層が考えられる｡この層の面内構造が積層秩序に支配されていれば,

mismatchを起こすだろうし,又,面内秩序に支配されていれば-様な構造をなすであろう｡

この混合状態のG.Ⅰ.Cを微視的な観点から観測するためにNMRを用いた｡Cs133原子核は四

重極モーメントを有しているため,そのまわ りのイオンや電子のつくる電場勾配と相互作用す

る｡そのため,その電場勾配を求めることにより挿入物質の面内情報が得られるだろう｡

(サンプル作製 ) ここで用いたサンプルCsC8は蒸気圧法によって作製した｡この方法

-841-



北海道大学大学院理学研究科

は図3に示すように挿入金属 (Cs金属 )の温度をr i

グラファイ トの温度をTg のように温度勾配をつけ

て反応させる｡これは挿入金属によってあるいは同

じ挿入金属であってもstage数によって各stageの

まわりの金属蒸気圧と平衡になる温度領域が異なる

という特徴を用いている(図4,但し,挿入金属は
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(実験結果 ) csl詔原子核はT-‡ なので磁場がなくてもCs原子核のうける電場勾
配と相互作用し,エネルギー準位が形成され, 3本の共鳴周波数が得られ, その周波数から

四重極結合定数 Ie2qQ/可 が求められる｡図5は0磁場でのsignalの lineshapeを表わし

ているが,これからわかるように Ie2qQ/ir-28MHzとなる｡この値はref4のCsC8中

のCs133より得られた値 Ie2qQ/il-1.5MHzの20倍程大きな値である｡この違いは今回用
いたサンプルCsC8が規則格子をなしていないためか,あるいは観測されたsignalがCs133

原子核のものではなく,他の不純物の原子核によるものであるかは断定できなかった｡
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